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苗場山

八木沢十二神社

旅の記念に
風景印も！

参勤交代の時代を
今に伝える。
（新潟県文化財・史跡）
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池田家観音堂
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大島十二神社

　 街道の湯
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　八木沢・大島
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道の駅みつまたよりトレッキング湯沢Ⅰ駐車場まで車3分、徒歩10分

八木沢トンネル道の駅●
みつまた　

かぐらスキー場みつまたエリアかぐらサマーゲレンデ

みつまた
道の駅

Mitsumata
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※道の駅みつまたより
　車3分、徒歩10分

　 ●
八木沢
十二神社

　 雪災記念碑3

　 八木沢観音堂2

三国街道・三俣宿の歴史
三国街道は、古くから越後と関東を結ぶ重要な道であった。名称は峠の三国権現に由
来。三国とは、越後・上野・信濃の国を意味する。上杉謙信が関東へ出兵（越山と言った）
した折、通った街道である。
江戸時代初め、佐渡の金銀山経営を目的に、上州高崎から越後寺泊まで幕府によって整備さ
れ、各地に宿場が設けられた。上州永井宿から越後湯沢宿までの険しい山を越えるため、
浅貝・二居・三俣の三宿が設けられ、長岡藩・村松藩の参勤交代や佐渡奉行の赴任など、多く
の人の往来や、米・織物、幾多の産物の運搬のために大いに賑わった。
戊辰戦争の戦乱にも焼失をまぬがれ、脇本陣池田家は当時の姿を今に伝えている。

湯沢町観光協会「上杉謙信関東出兵（越山）のみち」より

フィトンチッド広場

切り立った柱状の
岩肌、エメラルド
グリーンの清流

道の駅 みつまた
自然、グルメ、お土産、
湯沢の魅力がいっぱい！
館内は農産物やお土産、アウトドアグッズも充実。地元の
美味しい素材にこだわったレストランやカフェスペースで
ご当地グルメも楽しめる。無料の足湯でプチ温泉気分！
ちょっとの寄り道で湯沢の旅を満喫できる。

三俣共同浴場

街道の湯
豊かな自然に囲まれ、
開放的な露天風呂を備えた
共同浴場。
露天風呂は岩造りで10人ほど、内風呂
は石風呂で20人ほどが入れる。ほっと
一息つける休憩所もあり、トレッキング
やスキーの後に気軽に立ち寄りたい
温泉。
●入浴料金／600円（子ども250円）●営業時間／
10時～21時（最終受付20時30分）●定休日／
火曜日（祝日・年末年始・お盆期間は後日振り替え）
●泉質／アルカリ性単純温泉（低張性アルカリ性
高温泉）

　 荒戸城跡
天正6年（1578年）、上杉謙信の死後、上杉景
勝と上杉景虎の二人の養子よる家督争い「御
館の乱」をきっかけに建てられた山城（のろし
城）跡。築城年代が明確であり、城郭が完全
な状態で残されているなど、歴史的に貴重な
遺跡である。昭和51年（1976年）、新潟県文
化財指定。

1

　 八木沢観音堂
上田三十三番霊場の第十四番札所で、安産
をもたらすといわれる観音が祀られている。
文化6年（1809年）に八木沢集落全戸を焼失
する火災があったが、この観音堂だけはその
災禍を免れた。

2

　 雪災記念碑
大正7年（1918年）１月9日夜半、大雪崩が三
俣を襲った。158名もの命を奪い、28戸もの
家屋を全壊させたこの大雪崩は、世界的にも
類を見ない大災害となった。ここに建つ雪災
記念碑は、犠牲者たちの霊を慰めるととも
に、災害の惨状を後世に伝えている。

3
　 百庚申（庚申塚）
三俣の百庚申（庚申塚）は、江戸時代から昭和時代
に建てられた庚申塔が集まる庚申塔群である。地域
の人々は、庚申信仰のもと、病気の退散や豊作、子
宝などを祈りそして感謝するため庚申塔を建てた。

6

　 清津川
清流・清津川は三俣を流れ下る一級河川で、信濃川に合流
したのち日本海へと注ぐ。その清らかな流れの中にはイワ
ナや梅花藻が見られ、三俣の下流側からは日本三大峡谷・
清津峡が続いている。

7
　 伊米神社
苗場山の里宮として1814年に再建されたとされる、
平安時代の延喜式にも記載があると伝わる由緒ある神社。

4
い　め

三俣伊米神社
祭礼
天狗様を先頭に、烏帽子・
水干姿の担ぎ手によって約
200年ほど前に作られた神
輿が担がれ「伊米神社神輿
渡御」が行われる。

天然記念物「光ゴケ」
神社の床下に、天然記念物のヒカリゴ
ケが生息している。苗場山等にも生息
しているが、車から降りてすぐに行け
る所で、この規模のヒカリゴケを見る
ことができるのは非常に珍しい。

梅花藻（7月～9月）
清らかな水が流れる川に生息すると
いう梅花藻（ばいかも）。伊米神社の
川にも夏のころに白い水中花である
梅花藻が咲く。

東郷平八郎の碑（忠魂碑）
池田家先祖が大正元年に、日露戦争
で連合艦隊司令官として指揮を執っ
た東郷平八郎より書を頂き、忠魂碑
を建立した。

天下之霊観
江戸時代の随筆家鈴木牧之（すずき
ぼくし）が初めて苗場山に登り、その眺
めを天下の霊観と称した。鈴木牧之は、
川端康成が小説雪国を書く際に雪国
の生活を学んだ「北越雪譜」の著者。

　 三国街道
　 脇本陣跡池田家
旧三国街道に現在ある脇本陣とし
ては唯一の古い遺構。
370年以上前に建築され、江戸時代の参勤交代で
家老や佐渡奉行、明治時代に山県有朋や森鴎外が

宿泊した。旧三国街道に
現在ある脇本陣としては
唯一の古い遺構。新潟県
指定文化財（昭和29年）。
※見学は要予約

5

トレッキング湯沢Ⅰ
駐車場からすぐトレッキングコース入り口へ。30分ほど歩くと大峰の原水（湧き水）がありその先に
清津川を眺める絶景ポイントがある。猿飛岩・フィトンチッド広場など見どころも多い。
※現地の標識等の指示に従ってください。

11月の初すべりから5月

までの春スキーや夏から秋

のサマーゲレンデがあり、

一年中スキースノーボード

が楽しめるみつまた。新緑

や紅葉が美しいトレッキングコースを

はじめ、露天風呂を併設した日帰り温泉

街道の湯、道の駅みつまたなど立ち寄り

スポットも豊富です。国道17号線から

一本奥に入ると、そこには史跡が数多く

残された歴史と文化が薫る街道が姿を

現します。上杉謙信が関東に出兵する

際に通った街道であり、参勤交代や佐

渡奉行の越後と江戸の行き来を支えた

〝いにしえの文化や歴史を感じる三国

街道 三俣宿〞。

道の駅みつまたを拠点にお散歩してみ

ませんか。
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